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クラウド環境の構築・運用サポート

（SSHによる通信暗号化、ログイン認証、トレーサビリティ手段の提供）

セキュアなクラウドストレージの提供

Bug管理／タスク管理のクラウド化

自動評価コンサルティング＋評価実施

自動化第三者検証サービス

またSTEP１に戻り
ボトルネック探して
改善させます

検証の自動化を進め、テストの質を向上

・Bug管理・タスク管理の見える化
（抜け漏れ防止）

リグレッションテストなど繰り返しが多いテス
トは自動ツールに置き換えていき、テスト要
員が複雑なテストに集中できるようにします。

品質の見える化が進むことで、管理工数が削
減され、テストに集中する時間を多く確保で
きるようになります。

・自動テスト／手動テストの
使い分けの実現

検証のボトルネックを
見つける

検証手段や自動評価の
サービス提供

自動検証の実現

自動検証環境を
実現するサイクル

ご相談は無料です！

まずは

お客様が感じている
 「検証のボトルネック」を

ご相談ください



※特定の端末で検証を行う場合は、端末をお貸出しいただきます。

弊社（東京）およびお客様サイトで検証を行います。

クラウドストレージ上の
ファイル操作監視

HTTSによる通信暗号化

クライアント証明書方式による
ログインユーザ管理

・品質方針 
・テスト対象 
・開発プロセス 
・チーム 体制
・ステークホルダー 
・検証コスト 

メーカーや通信事業者の不具合管理システムを
クラウド上に構築した実績があります。

（2016年5月現在で運用中）

セキュリティ対策例

ヒアリング項目例

環境構築の実績：

OSSツール例

ボトルネックの例

割り込み作業だらけで
タスクやリソースがリアル
タイムに把握できない

QAや不具合管理がメール
とエクセルだらけで、どれ
が最新版リストか判らない

要件定義や不具合管理
ツールを導入したのに、
メンバーが運用できてない

単調な繰り返しテストばか
りでバグが出ないのに、
要員コストが減らせない

セキュリティーが心配で
クラウドが活用できない
ため、データの受渡しに
人手がかかる

検証のボトルネックを特定 セキュアなクラウド環境を構築
お客様へのヒアリング／調査を行い、ボトルネックとなってい
る非効率的な検証プロセスを特定します。

OSSを組み合わせ、お客様のステークホルダーに合わせた、
セキュアなクラウド環境を構築します。
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証明書の期限が過ぎると自動的にアクセスできなくなります。

第三者に通信が傍受されても解析を困難にします。

アクセス履歴・ファイル操作履歴を保存します。

ロボットによる
実機テスト自動化ツール
Quality Commander

開発プロセス
そのものを分析し、
対策を提案します。
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